
　

令
和
５
年
度
鶴
田
町
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
次
の
日
程
で
交
付
し
ま

す
。
交
付
対
象
者
で
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
③
番

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
「
１
級
」

　

・
愛
護
手
帳
「
Ａ
」
に
該
当
す
る
方

▽
交
付
期
間
お
よ
び
受
付
時
間

　

令
和
５
年
３
月
２2
日
（
水
）

　
　
　
　

～
４
月
21
日
（
金
）

　

平
日
：
８
時
30
分
～
～
16
時

　

※
土
日
は
除
く

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
認
め
印

　

・�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
護

手
帳

■
交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

福
祉
支
援
班　

　

③
番
窓
口
（
内
線
１
６
４
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
申
込
み
を

行
う
際
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
サ
イ
ト
で
「
求

人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
す
る
こ

と
で
、

●�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
来
所
を
要
さ
ず
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
求
人
申
込
み
が
可
能

●�

過
去
に
提
出
し
た
求
人
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
求
人
提
出
も
可
能

●�

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
求
人
に
対
す
る
応

募
者
の
確
認
や
選
考
結
果
登
録
も

可
能

　

と
な
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
や
効
率
的
な
採
用
活
動
の
実
施

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

求
人
申
込
み
手
続
き
の
際
に
は
、

求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
３
１
７
１

　

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
で

は
「
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
、
専
門
相
談
員
が
借
金
等
を
抱

え
て
悩
ま
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺

い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等

に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

▽
受
付
時
間

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時

　

13
時
～
16
時
30
分

▽
相
談
専
用
電
話

　

☎ 

０
１
７
（
774
）
６
４
８
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所　

　

☎ 
０
１
７
（
722
）
１
４
６
３

　

失
業
等
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
方
は
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
」

制
度
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

【A
・B
い
ず
れ
か
一
つ
ず
つ
】　

　

A��

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
／

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

B�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
／

　
　

�

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
の

コ
ピ
ー

※�

①
・
②
の
申
請
に
は
保
険
料
の
納

付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら
２
年

１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い

て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
険
課　

国
保
介
護
班　

　

（
内
線
１
４
４
）

①
学
生
の
皆
さ
ま
へ
（20
歳
以
上
の
方
）

　

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た

が
、「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制

度
」
の
申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。

　

学
生
納
付
特
例
は
、
原
則
と
し
て

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

【Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
か
一
つ
ず
つ
】

　

A�

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
／

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

B�

在
学
期
間
が
わ
か
る
学
生
証
の

コ
ピ
ー
／
在
学
証
明
書
（
原
本
）　

②�

社
会
人
の
皆
さ
ま
へ

　

（20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方)

3月の町税等納期

○上下水道料金 3月分　　【3/22(水）】

○町営住宅使用料 3月分　【3/27(月）】

○後期高齢者医療保険料 9期　　　   

 　　　　　　　　　　 　【3/31(金）】

※【　　】納期限日

　口座振替を利用していない方は、手

続き簡単で便利な口座振替のご利用を

ご検討ください。

　毎月第2・4土曜日に休日窓口を開

設し、マイナンバーカードの交付（前
日の午後5時までに電話予約が必要）
や申請に必要な顔写真の無料撮影・

申請補助を行います。

　4月の開設日は次のとおりです。

■期　日　4月8日（土）、22日（土）

■時　間　午前9時〜正午　

■場　所　町民生活課窓口

マイナンバーカード休日窓口 行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に対す

る意見や要望、日頃生活する上での困

り事など、さまざまな内容の相談を受

けるための行政相談と人権相談を行っ

ています。

■期　　　日　4月10日（月）　　

■相談時間　午前10時〜午後３時　

■場　　　所　役場3階 301～ 303委員会室

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
に
つ
い
て

求
人
の
申
込
み
は

オ
ン
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
交
付
に
つ
い
て

82023年（令和5年）3月号



場所：町保健福祉センター「鶴遊館」

　下記の対象となる方には、個別に

ご連絡いたします。

【4か月児健康診査】

・月　日　4月5日（水）

・対　象　令和4年11月生

【10か月児健康診査】

・月　日　4月5日（水）

・対　象　令和4年5月生

【7か月児健康相談】

・月　日　4月6日（木）

・対　象　令和4年8月生

【2歳6か月児歯科健康診査】

・月　日　4月19日（水）

・対　象　令和2年8～ 10月生

　　　　

　町民の皆さま方には、感染防止対策

にご協力いただきありがとうござい

ます。

- 県知事メッセージの内容 【2 月 20 日】 -

●�マスクの適切な着用や手洗い・手指

消毒、換気など、場面に応じてしっ

かりと感染防止対策をとりましょ

う。

●�熱、のどの痛み、せきなどの症状が

ある場合は、出勤・登校・外出を控

えるようにしましょう。

●�3月 13日からマスク着用を個人の

判断に委ねることを基本とするな

どの見直しについては、改めてお

示しすることとしています。

　お互いを守り合う気持ちで、引き続

き、ご理解とご協力をお願いします。

乳 幼 児
健康診査

乳幼児健康診査について

新型コロナウイルス

感染症について

【医療機関の受診】

・かかりつけ医に電話相談

・かかりつけ医がいない場合

　県コールセンターに電話相談

　☎：0120-123-801　

【感染について心配な方】

・�県・町で配布中の抗原検査キットや

県の PCR検査を利用できます。詳し

くは、12ページのお知らせをご覧く

ださい。

・県コールセンター

　☎：0120-123-801

・厚生労働省電話相談窓口

　☎：0120-565653

【�健康面 （後遺症含む） ・ 予防方法につ

いて心配な方】

・県コールセンター 

　☎：0120-123-801

・役場　健康保険課

　☎：22-2111

■問い合わせ先

　健康保険課 健康長寿班

　（内線131、132、133、136）

 【有料広告】	

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書

は
、
原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在
で

の
自
動
車
登
録
の
住
所
（
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
）
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
運
輸
支
局

で
住
所
の
「
変
更
登
録
」
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
中
に
変
更
登
録
の
手
続
き
が

で
き
な
い
場
合
は
、
自
動
車
税
種
別

割
の
住
所
変
更
を
行
い
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
青
森
県
電
子
申
請
・
届

出
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
届
け
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※�

車
検
証
の
住
所
は
別
途
変
更
が
必

要
で
す
。
運
輸
支
局
で
の
変
更
登

録
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
地
域
県
民
局

　

県
税
部
納
税
管
理
課

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
２
１
１
１

　

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源
の
保
護
管

理
施
設
そ
の
他
消
防
活
動
に
必
要
な

施
設
の
整
備
な
ら
び
に
観
光
の
振
興

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
鉱

泉
浴
場
（
温
泉
施
設
）
に
お
け
る
入

湯
行
為
に
課
税
す
る
目
的
税
（
使
い

み
ち
が
決
ま
っ
て
い
る
税
金
）
で
す
。

【令
和
３
年
度
入
湯
税
の
使
途
】

　

令
和
３
年
度
の
入
湯
税
の
決
算
額

は
「
31
万
５
千
円
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
消
防
費
」
と
し
て
「
小
型
動
力
ポ

ン
プ
積
載
軽
消
防
車
両
購
入
費
」
に

全
額
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

■�

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
の
設
置
、
職
員
に
対

す
る
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

徹
底
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

■�

例
年
、
３
月
の
年
度
末
と
４
月
の

年
度
初
め
に
は
、
労
働
基
準
監
督

署
の
窓
口
が
、
来
庁
者
の
方
で
混

雑
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
、
各
種
届
出
・
申
請
な
ど

の
際
は
、
郵
送
や
電
子
申
請
な
ど

を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■�

電
子
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署　

　

☎ 

０
１
７
３
（
35
）
２
３
０
９

愛
車
の
住
所
変
更
は

お
忘
れ
無
く

入
湯
税
の
使
い
み
ち

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
郵
送
や
電
子
申
請

な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
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文 化

　スポーツや文化面で優れた成績と功績を残した人物へ表彰状が贈呈されました。今年度は 78名・2団体

の方々が表彰されました。

受賞者一覧 （敬称略）

スポーツ
令和5年度　鶴田町スポーツ ・ 文化に関する表彰

町スポーツ賞、町体育協会スポーツ奨励賞・
町文化功労賞、町文化奨励賞、幼年・児童文化奨励賞、町文化協会奨励賞

澁谷　信一さん

　昭和57年に五所川原宝生会へ入会、平成12年に鶴田町文化協会へ入会し、

鶴田町町民文化祭等で連吟や仕舞等を披露している。平成 20年から謡曲等

の指導を始め、令和 2年に五所川原宝生会会長に就任。現在も舞台出演を続

けながら、指導者としても謡曲等の普及に努めている。鶴田町体育協会前会長

陸上競技 工藤　美智男

相馬　健佑

棟方　一楽

原田　澄音

工藤　武次

相撲 澁谷　太陽

長内　風道

柔道 渋谷　舞

髙橋　寛人

佐々木　そら

工藤　彪十

高橋　亜胡

射道 奈良　叶多

弓道 新谷　幸大

尾崎　乃音

極真空手 岩渕　季

長内　泉由椛

少林寺拳法 花田　一真

齋藤　蓮斗

高杉　風汰

水泳 佐藤　道

佐藤　瑠威

軟式野球 佐藤　晴彦

バスケット
ボール

寺山　優妃

直町　佑太

畠山　凛

中村　光

金田　渓吾

今　勝彦

佐々木　空雅

佐々木　恭

藤田　祐誠

工藤　光聖

齋藤　和

藤田　重彦

木村　晃

須藤　丈尋

中畑　隆司

陸上競技 福田　来未

奈良　有里子

中畑　玲音

丹代　和杜

工藤　玲奈

成田　頼華

川村　梨心

棟方　二斡

鎌田　夏衣

柏崎　蒼良

嶋谷　斗空

鈴木　日和

齋藤　愛夢

長内　百桜

相撲 葛西　里澄夢

柔道 渋谷　斗真

澁谷　琉依

田村　悠

長内　瑛叶

書道 澁谷　尙志　

俳句 竹浪　誠也

津軽三味線 山本　康慎

吹奏楽 高嶋　優七

勝浦　優香

福井　心月

田澤　千穂

JRC

（青少年赤十字）

長内　保乃楓

原田　大和

謡曲 澁谷　信一

民舞 花田　ハルヱ

文化功労賞

スポーツ賞

鶴田町スポーツ協会奨励賞

文化奨励賞

文化協会奨励賞

八木橋　奏太

佐藤　寛大

澁谷　鉄平

空手 岩渕　仁

水泳 佐藤　なな

成田　聖

バドミントン 楠美　珠莉

カヌー 成田　光成

吹奏楽 笹森　すず

葛西　明菜

幼年 ・ 児童文化奨励賞

民舞 尾原家会鶴田支部

獅子舞
西中野組

獅子舞保存会

【団体】

【個人】

102023年（令和5年）3月号
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引越しワンストップサービス

　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルから転出届をオンラインで提出できるようになりました。

　このサービスを利用する方は、転出にあたり鶴田町窓口への来庁が原則不要となります。

いままで （原則） 対面で

転出届を提出

これまでの住所の

市区町村窓口

対面で

転入届を提出

引越し先の

市区町村窓口

転出届のため

窓口へ

転入届のため窓口へ

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
れ
ば
・
・
・

これから オンラインで

転出届を提出

これまでの住所の

市区町村窓口

対面で

転入届を提出

引越し先の

市区町村窓口

転出届は

マイナポータルから

転入届のため窓口へ

※�届出内容に不備がある

場合等、来庁が必要に

なる場合があります。

引越し前後は
忙しくて、
両方の窓口に
行くのは大変

引越し先の
窓口だけに
行けばOK!

※転入届については、転入先市区町村の窓口で対面による手続が必要です。

マイナポイントの申込み対象となる

マイナンバーカードの申請期限

マイナポイントの申込み期限

2023年2月末

３か月延長

2023年5月末

選択した決済サービスの

利用 ・ チャージ金額に応じて

最大5,000円分

健康保険証としての

利用申込みで

7,500円分

＋
公金受取口座の登録完了で

7,500円分

最 

大20,000円分のマイナポイントがもらえる！

◎�マイナポイントを受け取るに

は、マイナンバーカードを使

った申込みが必要です。

◎�マイナポイントの申込みの対象

となるマイナンバーカードは、

令和 5年 2月末までに申請した

マイナンバーカードです。

マイナポイントの申込み期限が延長となりましたマイナポイントの申込み期限が延長となりました

＋

※�マイナンバーカードは申請してからできあがるまで、1～ 2か月かかります。お早めの申請をおすすめいたします。

マイナンバーカードで転出届をオンラインで提出マイナンバーカードで転出届をオンラインで提出

マイナポイントは、 役場町民生活課窓口ほか、 以下の方法 ・ 場所で申込みできます。

　・スマートフォン

　・パソコン

　・マイナポイント手続スポット

こ
の
マ
ー
ク
が

　
　
　

目
印
！

⚠ 重要 ⚠

※マイナンバーカードに関する最新情報および各種制度の詳細については、

　総務省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/）をご覧ください。　

総
務
省
Ｈ
Ｐ
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こちら町の情報局

■問い合わせ先

　自衛隊青森地方協力本部　五所川原地域事務所（五所川原市唐笠柳藤巻　五所川原合同庁舎3階）

　☎：0173-35-2305

自衛官等募集案内自衛官等募集案内

採用種目 受験資格 受付期限 試験日

自衛官候補生
採用予定月の 1日現在、18歳以上 33歳

未満の方
随時募集 別示

予備自衛官補

一般公募：18歳以上 34歳未満

技能公募：�18歳以上で、保有する技能

に応じ 53歳～ 55歳未満

令和 5年

4月 6日（木）

令和 5年 4月 8日（土）～

         4月 23日（日）

※�いずれか 1日を指定されます

　自衛隊青森地方協力本部では、自衛官等を募集します。

※詳細については、お問い合わせください。

令和5年度 協会けんぽ青森支部の保険料率令和5年度 協会けんぽ青森支部の保険料率
　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部は、主に県内の中小企業にお勤めの従業員とそのご家族が加入する

健康保険です。

　令和5年度における青森支部の健康保険料率・全国共通の介護保険料率は以下のとおりです。

健康保険料率

9.79％

令和5年3月分(4月納付分)から
■問い合わせ先

　全国健康保険協会青森支部

　☎：017-721-2713

介護保険料率

1.82％

令和5年3月分(4月納付分)から

（現行10.03％） （現行 1.64％）

鶴田町に住所を有し、居住している方で

�・感染拡大地域との往来等をした方

・�陽性者や濃厚接触者と接触があるなどの感染

の不安を感じている方

 無料抗原検査キット配布のお知らせ 

配布
対象

申込
方法

配布
方法

実施団体 ： 鶴田町

電話申請 ： 0173-22-2111（健康保険課）

【平日：10：00～ 12：00、14：00～ 16：00】

Ｗｅｂ申請 ：�

申込みがあった方から順次発送いたします。詳

細については、送付時に同封される同意事項等

をご確認ください。

濃厚接触者または軽度の有症状者で、以下の

条件をすべて満たす方

・�県内在住の�65歳未満の方

・�「重症化リスクがあり、新型コロナウイル

ス感染症治療薬の投与又は酸素投与が必

要」ではない方

・現在、妊娠していない方

・Webを利用できる方

配布
対象

申込
方法

実施団体 ： 青森県

県庁ホームページ「検査キット申込サ

イト」から申請

問 県専用コールセンター　☎：0120-083-316

　 【受付9：00～ 18：00まで、土日・祝日も対応】

 青森県無料ＰＣＲ検査のお知らせ(延長)

実施
期間

令和5年3月31日（金）まで

検査
対象

・�県内在住で無症状の方

・�無料検査の提供場所は、県庁ホームページ『ＰＣＲ

検査等無料化事業』をご確認ください。

※�西北五地域では、

　「木下グループ 五所川原市指定ＰＣＲ検査所」

　（☎03-4333-1640）など

問 新型コロナウイルス感染症コールセンター　

　 ☎：0120-123-801

新型コロナウイルス感染症関連情報新型コロナウイルス感染症関連情報

※�世帯単位（最大3個）で申し込みできます。 △県庁ＨＰ　

�町ホームページの「新型コロナ
ウイルスに関するお知らせ」を
クリック

※�1人につき 1セットのみ申込みが可能です。数に限
りがありますので、なくなり次第終了することをご
了承ください。

122023年（令和5年）3月号



アンケートを送付します。希望に

より面談、産後の子育て支援に関

する情報提供等を行います。

こちら町の情報局

手作り手作り！！食パンラスク食パンラスク

　今回は食パンでラスクを作ります。味は基本のシュガーラスク A と、キャ

ラメル味 B の 2 種類です。温度調節ができれば、オーブントースターでもで

きます。ぜひ、お試しください

食改
おすすめ
レシピ

1人分：123kcal　塩分0.3g　野菜量0g　調理時間：約45分

ハサミで切り取ってお使いください。

手作りかんたんクッキング/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方

①�食パンを8等分に切り、150℃に熱したオーブンで20分カラ焼きにする。

②Aのバターを常温に戻して、グラニュー糖を混ぜ合わせておく。

③�Bは耐熱容器に入れてラップをかけ、電子レンジ600Ｗで1分加熱す

る。取り出したら素早く混ぜてなめらかにする。

④�①の半量（1枚分）の片面にAを塗り、残りの半量（1枚分）の片面

にBを塗る。150℃に熱したオーブンで15分～ 20分焼く。焼けたら

冷ます。

★ポイント
　焼き上がりの目安は、パリッとなっていればOK。グラニュー糖を黒糖に、

食パンをフランスパンに変えてもおいしくできます。お好みでどうぞ。

◎材料 （4 人分）

食パン（8枚切り） …………… 2枚

　バター（無塩） …………… 10g　　

　グラニュー糖 …………… 10g

　ミルクキャラメル ……… 30g

　牛乳 ……………………… 小さじ 2

●●●　伴走型相談支援と経済的支援のイメージ　●●●

妊娠期

５万円

出産に向けて、不安なことを解消

しましょう。

出産への見通しを立てましょう。

妊娠7か月前後 出産 ・産後 育児期

妊婦や子育て世帯を対象とする新たな支援制度妊婦や子育て世帯を対象とする新たな支援制度

出産 ・ 子育て応援交付金事業出産 ・ 子育て応援交付金事業
　町では、国の施策に基づき、妊娠期から出産・子育てまで一貫して子育て家庭に寄り添い、様々なニーズに

即した支援につなぐ伴走型相談支援と経済的支援を一体として実施します。

出産応援給付金

５万円

子育て応援給付金

妊娠期 妊娠8～10週前後

（妊娠届出時）

アンケート

面　　　談

アンケート

面　　　　談

（希望者）

乳児訪問等を通して、産後のお母

さんの体調や、赤ちゃんのご様子

をお伺いします。

継続して子育て支援

に関する情報発信や

相談対応を行います。

アンケート

面　　　談

◎面談 （アンケート） 実施のタイミング

　①妊娠届出時

　②妊娠 7か月前後

伴走型相談支援

◎出産応援給付金

　妊婦1人当たり 5万円

◎子育て応援給付金

　出産後、子供1人当たり 5万円

経済的支援

◎支給方法
�　�申請時に指定した

口座へ振り込み

A

B

■問い合わせ先 ： 健康保険課 健康長寿班　TEL ： 0173-22-2111 （内線131 ～ 136）
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